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考えてみよう、環境のこと

問合先　生活環境課環境保全担当

　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。
こ

れ
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
国

連
人
間
環
境
会
議
」
を
記
念
し
て
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
日
本

で
は
、
６
月
を
「
環
境
月
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
環
境
月
間
」
を
機
に
、
皆

さ
ん
が
あ
ら
た
め
て
環
境
問
題
に
つ

い
て
考
え
、
こ
れ
か
ら
の
行
動
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
、
市
役
所
ロ
ビ

ー
で
環
境
月
間
啓
発
展
示
な
ど
を
行

い
ま
す
。

環
境
月
間
啓
発
展
示

　

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
の
活
動
報
告
や
実
践
紹
介
、
企
業

に
お
け
る
取
組
な
ど
の
展
示
を
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
様
々
な
取
組
を

行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

期
間　

６
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

※
平
日
の
み
。
最
終
日
は
15
時
ま
で

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

【
無
人
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、

無
人
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
用
意

し
ま
す
。
持
っ
て
き
た
未
使
用
品
と

コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
あ
る
も
の
を
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
物
々
交

換
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
野
菜
く
ず
と
野
菜
苗
の
交
換
】

　

生
ご
み
削
減
の
活
動
を
広
め
る
た

め
、
よ
く
水
を
切
っ
た
生
ご
み（
野
菜

の
み
）３
日
分
と
引
き
換
え
に
、
野
菜

の
苗
を
お
渡
し
し
ま
す（
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
）。

受
付
時
間　

期
間
中
の
10
時
〜
12
時

【
生
ご
み
処
理
器
「
キ
エ
ー
ロ
」
展
示
】

　
「
キ
エ
ー
ロ
」
は
、
黒
土
の
力
で
生

ご
み
を
分
解
す
る
箱
型
の
生
ご
み
処

理
器
で
す
。

　

維
持
費
が
か
か
ら
ず
、
庭
や
ベ
ラ

ン
ダ
に
設
置
で
き
、
正
し
い
使
い
方

を
す
れ
ば
、
虫
や
臭
い
も
発
生
し
に

く
い
特
長
が
あ
り
ま
す
。

　
「
キ
エ
ー
ロ
」
を
使
っ
て
、
家
庭
か

ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

【
市
民
提
案
に
よ
る
協
働
事
業
「
お
う

ち
de
キ
エ
ー
ロ
」
モ
ニ
タ
ー
募
集
】

　
「
キ
エ
ー
ロ
」
の
モ
ニ
タ
ー
事
業
に

参
加
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
場
所　

展
示
会
場
内

受
付
時
間　

期
間
中
の
10
時
〜
12
時

応
募
資
格　

２
人
以
上
の
世
帯
の
方

購
入
者
負
担
金　

２
０
０
０
円

募
集
人
員　

15
人　

※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

つ
る
が
し
ま
市
民
環
境
ま
つ
り

日
時　

６
月
２
日
㈯
10
時
〜
14
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、
市
役

所
来
庁
者
用
駐
車
場

内
容　

・  

環
境
月
間
啓
発
展
示
参
加
団
体
の

活
動
紹
介

・ 

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
体
験

・ 

牛
乳
パ
ッ
ク
で
リ
サ
イ
ク
ル
ハ
ガ

キ
作
り

・ 

ソ
ー
ラ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

・ 

緑
の
カ
ー
テ
ン
苗
の
無
料
配
布

・ 

堆
肥
の
袋
詰
め

・ 

再
生
品
の
販
売

・ 

木
工
品
の
販
売

・ 

ミ
ニ
バ
ザ
ー

・  

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
の
温
度

を
上
げ
る
コ
ン
テ
ス
ト

第
９
回
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
高
倉

日
時　

６
月
16
日
㈯
18
時
30
分
〜
21

時場
所　

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
広

場　

※
雨
天
の
場
合
は
交
流
セ
ン
タ

ー
施
設
内
で
実
施

内
容　

キ
ャ
ン
ド
ル
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、模
擬
店（
芝

生
の
上
に
敷
く
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
を

持
参
く
だ
さ
い
）

問
合
先　

農
業
交
流
セ
ン
タ
ー（
☎

２
７
９
・
３
３
３
５
）

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト

日
時　

６
月
23
日
㈯
18
時
〜
20
時

場
所　

若
葉
駅
西
口
広
場

内
容　

キ
ャ
ン
ド
ル
を
使
っ
て
多
彩

な
ア
ー
ト
を
作
り
ま
す
。

問
合
先　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
若

葉
駅
西
口
広
場
実
行
委
員
会
横よ
こ

瀬ぜ
（
☎

０
９
０
・
３
３
１
６
・
８
２
２
２
）

つるワゴ
ンつるバス

うよけか出
で

キャンドルナイトイベント
会場の若葉駅西口広場には、
つるバス南北線の若葉駅西
口停留所が便利です。
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こ
ど
も
医
療
費
・
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費（
福
祉
３
医
療
）は
福
祉
の
向
上
を

目
的
と
し
て
助
成
す
る
制
度
で
す
。

受
給
対
象
者
は
、
受
給
者
証
お
よ

び
健
康
保
険
証
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
鶴
ヶ
島
市
、
坂
戸
市
内
で

の
医
療
機
関
窓
口
で
、
一
部
負
担
金

の
支
払
い
が
不
要
と
な
り
、
受
診
が

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す（
１
医
療
機

関
１
か
月
２
万
１
０
０
０
円
以
上
の

場
合
は
、
償
還
払
い
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
）。

福
祉
３
医
療
の
医
療
費
助
成
額
は

下
図
の
と
お
り
で
す
。
各
医
療
制
度

の
安
定
し
た
運
営
の
た
め
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
て
上
手
に
医
療
機
関

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

3億9522万円
（1680万円増）

3億7842万円
（2020万円増）

3億5822万円

平成28年度

平成27年度

平成26年度

1440万円

こども医療費 ひとり親家庭等医療費 重度心身障害者医療費

1億4591万円

3355万円

2億1576万円

2億2641万円

1695万円

1億3506万円

2億1579万円 1億2803万円

医療機関の適正受診にご協力ください

問合先　こども支援課子育て支援担当、障害者福祉課障害者福祉担当

医
療
費
削
減
に
ご
協
力
を
！

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、
新

薬
と
同
じ
有
効
成
分
・
同
じ
効
き
目

で
価
格
の
安
い
お
薬
で
す
。

形
を
小
さ
く
し
た
り
、
表
面
の
苦

み
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
味
や
形
状

を
飲
み
や
す
く
改
良
・
工
夫
さ
れ
て

い
る
お
薬
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
医
療
費

削
減
の
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る

に
は
？

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し

て
み
た
い
」
と
思
う
方
は
、
ま
ず
、

か
か
り
つ
け
医
や
薬
剤
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
医
療
費
受
給
者
証
」
に
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
貼

り
、
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー

ル
」
を
利
用
す
る
方
は
、
こ
ど
も
支

援
課
お
よ
び
障
害
者
福
祉
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。

福祉 3医療の医療費助成額

※各数値の万円未満は四捨五入の上、端数処理しています。

・ 普段の健康管理に心掛けましょう
・ かかりつけ医を持ちましょう
・ 安易な重複診療はやめましょう
・ ジェネリック医薬品を活用しましょう
・ 薬の飲み合わせに注意しましょう
・ 夜間緊急の場合は、救急電話相談
（♯７１１９）をご利用ください
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権利の侵害抑止、防止のため　本人通知制度をご活用ください

問合先　市民課戸籍担当

交通事故防止特別対策を実施中です

問合先　安心安全推進課交通安全・防犯担当

　

市
で
は
、
１
月
29
日
か
ら
３
月

23
日
ま
で
の
間
に
交
通
死
亡
事
故

が
３
件
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
者

が
一
定
時
間
経
過
後
に
死
亡
し
た

ケ
ー
ス
も
含
め
る
と
、
こ
の
約
２

か
月
の
間
に
４
人
の
尊
い
命
が
交

通
事
故
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
４
月
23
日
か

ら
７
月
22
日
ま
で
の
３
か
月
間
、

鶴
ヶ
島
市
は
「
交
通
事
故
防
止
特

別
対
策
地
域
」
と
し
て
埼
玉
県
知

事
よ
り
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
市

で
は
現
在
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

と
強
力
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
交
通
安
全
対
策
の
推

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
・
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止

　

急
な
飛
び
出
し
や
無
理
な
道
路

横
断
は
、
大
き
な
交
通
事
故
に
つ

な
が
る
危
険
な
行
為
で
す
。
道
路

を
渡
る
と
き
は
、
車
が
来
な
い
こ

と
、
ま
た
は
車
が
確
実
に
止
ま
っ

た
こ
と
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
か

ら
、横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
夕
方
以
降
に
外
を
歩
く

際
は
、
反
射
材
を
身
に
付
け
、
自

分
の
存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け

た
ら
、
急
な
飛
び
出
し
な
ど
の
危

　
「
本
人
通
知
制
度
」
は
、
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
の
証
明
な
ど

を
、
代
理
人
や
第
三
者（
職
務
上

請
求
で
き
る
人
な
ど
）に
交
付
し

た
と
き
、
そ
の
事
実
を
本
人
に
通

知
す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
事
前

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
な
ど
が
第
三
者

に
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
早
期
に
知

る
こ
と
が
で
き
、
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵

害
抑
止
、
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
通
知
制
度
が
周
知

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
委
任
状
の

偽
造
や
、
差
別
に
つ
な
が
る
身
元

調
査
な
ど
の
未
然
防
止
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

一
度
登
録
す
れ
ば
更
新
は
不
要

で
す
。
た
だ
し
、
住
所
・
氏
名
・

本
籍
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
場
所　

市
民
課
、
若
葉
駅

前
出
張
所（
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
内
）

◆
登
録
で
き
る
方　

市
に
住
民
登

録
ま
た
は
本
籍
の
あ
る
方（
住
民

票
の
除
票
や
除
籍
な
ど
の
あ
る
方

を
含
み
ま
す
）

◆
登
録
に
必
要
な
も
の　

①
申
請

書（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）②
本
人
確

認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免

険
を
予
測
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と

す
な
ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
安
全

運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

四
輪
・
二
輪
車
の

交
通
事
故
防
止

　

交
通
死
亡
事
故
は
16
時
以
降
に

増
加
し
ま
す
。
ま
だ
明
る
い
と
い

う
気
の
緩
み
が
、
歩
行
者
や
標
識

な
ど
の
見
落
と
し
に
つ
な
が
り
、

重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、

前
走
車
や
対
向
車
が
な
い
と
き
は

ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
す
る
な
ど
、

危
険
に
素
早
く
気
付
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を

着
用
し
て
身
を
守
り
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
安
全
に
利
用
し
ま
し

ょ
う
。

幹
線
道
路
・
交
差
点
に
お
け
る

交
通
事
故
防
止

　

見
通
し
の
良
い
道
路
は
、
つ
い

ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
く
な
り
ま

す
。
心
と
運
転
に
余
裕
を
持
ち
、

安
全
な
速
度
で
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

〈
法
定
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合
〉

①
、
②
お
よ
び
法
定
代
理
人
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
類（
戸
籍
謄

本
な
ど
）

〈
代
理
人
が
登
録
す
る
場
合
〉

①
、
②
お
よ
び
委
任
状

※ 

代
理
人
が
同
一
世
帯
の
方
の
場

合
、
委
任
状
は
不
要
で
す

◆
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

・ 

住
民
票（
除
票
を
含
む
）の
写
し

（
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・ 

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書（
本

籍
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

・ 

戸
籍
附
票（
除
附
票
を
含
む
）の

写
し

・ 

戸
籍（
除
籍
を
含
む
）謄
抄
本

・ 

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

◆
通
知
内
容　

交
付
年
月
日
、
交

付
し
た
証
明
書
の
種
類
、
通
数
、

請
求
者
の
種
別（
代
理
人
ま
た
は

第
三
者
の
別
）

※ 

証
明
書
を
取
得
し
た
代
理
人
や

第
三
者
の
個
人
情
報
は
通
知
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

代
理
人
や
第
三
者
に
よ
る
申
請

内
容
に
つ
い
て
は
、
鶴
ヶ
島
市
個

人
情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
、
本
人
が
開
示
請
求
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
内
容
に
よ
っ
て

は
、
全
て
を
開
示
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
）。
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平成29年度下半期財政状況

問合先 財政課財政担当

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

毎
年
２
回
定
期
的
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
29
年
度
上
半
期

（
４
月
〜
９
月
）の
収
支
状
況
に
下

半
期（
10
月
〜
３
月
）の
状
況
を
加

え
た
数
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
公
表
し
た
数
値
は
平
成
30
年
３

月
31
日
現
在
の
も
の
で
す
）。

な
お
、
29
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
額
は
１
９
９
億
９
０
０
０

万
円
で
す
。こ
れ
に
12
億
６
９
５
０

万
円
を
追
加
し
、
最
終
予
算
額

２
１
２
億
５
９
５
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
会
計
で
は
５
月
末

日
ま
で
が
現
金
の
収
入
・
支
出
を

整
理
す
る
期
間
で
す
の
で
、
今
回

公
表
す
る
額
は
決
算
額
と
は
異
な

り
ま
す
。

平
成
29
年
度
決
算
額
は
市
議
会

で
の
決
算
認
定
後
、
あ
ら
た
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
各
数
値
の
万
円
未
満
は
四
捨
五

入
の
上
、端
数
処
理
し
て
い
ま
す
。

一般会計般会計

特別会計特特別会計
会計名 予算額 収入済額 収入率（％） 支出済額 執行率（％）

国民健康保険 84億2582万円 78億1682万円 92.8 81億2356万円 96.4

後期高齢者医療 6億6799万円 6億6495万円 99.5 6億3471万円 95.0

介護保険 45億8905万円 40億3214万円 87.9 33億3070万円 72.6

一本松土地区画整理事業 4億5092万円 3億2094万円 71.2 2億5022万円 55.5

若葉駅西口土地区画整理事業 2億6051万円 2億5463万円 97.7 2億1926万円 84.2

0 50 100

歳   入
収入済額  206億5017万円

（収入率97.1%）

歳   出
支出済額  191億3113万円

（執行率90.0%）

予 算 額
212億5950万円

0（億円） （億円）50100

87億4145万円
81億5363万円（93.3%）

98億  294万円
99億3947万円（101.4%）

43億4094万円
38億7644万円（89.3%）

13億1275万円
14億6506万円（111.6%）

14億8899万円
10億6729万円（71.7%）

10億円
10億4673万円（104.7%）

6億4664万円
6億4664万円（100.0%）

2億8349万円
2億5993万円（91.7%）

23億8375万円
23億4861万円（98.5%）

29億9961万円
27億4207万円（91.4%）

25億4116万円
19億8225万円（78.0%）

23億2807万円
18億5658万円（79.7%）

15億6460万円
14億5251万円（92.8%）

13億5282万円
13億  713万円（96.6%）

9億4421万円
9億4266万円（99.8%）

 7億8758万円
6億9430万円（88.2%）

予算額（上段）　　　  収入済額（下段） 予算額（上段）　　　  支出済額（下段）

市 税
（市民税、　　  　）  固定資産税など

繰 越 金
（前年度からの   ）  繰り越し

そ の 他
（地方譲与税、     ）  繰入金など

国県支出金
（特定事業のため）  国・県が支出

地方交付税
（財政状況に応じ）  国から交付

市 債
（事業実施のための）  借金

地方消費税交付金
（県の地方消費税）  から交付

分担金及び負担金
（特定事業の       ）  受益者が負担

民 生 費
（福祉全般）

衛 生 費
（安全で               ）  衛生的な生活

そ の 他
（議会費、労働費、                  ）  農林水産業費、商工費など 

総 務 費
（総括的事務）

土 木 費
（道路、公園整備）

教 育 費
（教育全般）

公 債 費
（市債返済）

消 防 費
（消防や災害対策）
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
６
月
中
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
届
は
、
平
成
29
年
分
の
所

得
お
よ
び
６
月
1
日
現
在
の
世
帯

の
状
況
を
確
認
し
、
６
月
以
降
引

き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
提
出
が
な
い
場
合
、
６
月
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
は
、
６
月
上
旬

に
児
童
手
当
受
給
中
の
方
へ
郵
送

し
ま
す
。

提
出
書
類

【
必
ず
必
要
な
も
の
】

①
児
童
手
当
現
況
届（
全
受
給
者
）

② 

受
給
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
コ
ピ
ー

※  

単
身
赴
任
な
ど
で
受
給
者
が
市

に
居
住
し
、
児
童
と
別
居
し
て

い
る
方
は
別
居
監
護
申
立
書
、

実
子
で
な
い
子
を
養
育
し
て
い

る
方
は
監
護
・
生
計
関
係
同
一

申
立
書
が
追
加
で
必
要
で
す
。

提
出
方
法　

同
封
の
返
信
用
封
筒

未
来
の
自
分
に
向
け

食
生
活
の
見
直
し
を

　

人
の
一
生
の
食
事
回
数
は
約

９
万
回
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
積
み
重
ね
が
私
た
ち
の
身
体
を

つ
く
り
、
未
来
の
健
康
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。健
康
づ
く
り
に
は
、

ま
ず
は
日
々
の
食
生
活
へ
の
意
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
「
一
人
ひ
と
り
の
未
来

に
つ
な
が
る
健
康
づ
く
り
」
を
目

指
し
「
第
２
次
鶴
ヶ
島
市
健
康
づ

く
り
計
画
・
食
育
推
進
計
画
」
を

（
切
手
不
要
）で
６
月
27
日
㈬
ま
で

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
※
窓
口

で
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
６
月
６
日
㈬
〜
30
日
㈯

受
付
場
所
こ
ど
も
支
援
課

策
定
。
表
の
と
お
り
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
別
の
個
人
の
行
動
目
標
を
定

め
、
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
自
分
に
向
け
、
こ
の
機
会

に
日
頃
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

食
育
展
示

「
野
菜
を
一
日
３
５
０
ｇ
食
べ
よ
う
」

　

生
活
習
慣
病
に
は
、
食
生
活
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
近
年

は
日
本
人
の
食
生
活
が
欧
米
化

し
、
脂
質
の
摂
取
量
が
増
え
、
野

菜
の
摂
取
量
が
減
少
す
る
な
ど
、

変
化
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
６
月
の
食
育
月
間
に

あ
わ
せ
「
野
菜
を
一
日
３
５
０
ｇ

食
べ
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展

示
と
、
鶴
ヶ
島
市
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会
に
よ
る
食
生
活
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮

※
最
終
日
は
14
時
ま
で

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

食
生
活
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

ス
・
手
洗
い
体
験

日
時　

６
月
15
日
㈮
９
時
〜
14
時

場
所　

食
育
展
示
会
場
内

児童手当「現況届」のお知らせ

問合先　こども支援課子育て支援担当

食生活を見直して、未来の健康を手に入れよう！

問合先　健康増進課健康増進担当

ライフステージ 主な行動目標

乳幼児期(0～5歳頃) 早寝・早起き・朝ごはんの生活リズムをつくろう

学童・思春期(6～19歳頃) 身体によい食事を選択できるようになろう

青年期(20～39歳頃) 野菜から食べ、1日350ｇ(小鉢5皿)の野菜を食べよう

壮年期(40～64歳頃) 薄味を心がけ、1日3食バランスよく食べよう

高齢期(65歳以降) 家族や知人と一緒に食事を楽しもう

扶養親族等の数 所得制限限度額表（平成29年分）
0人 622万円
1人 660万円
2人 698万円
3人 736万円
4人 774万円

■扶養人数は、平成29年分所得申告の際の人数です。
■扶養親族が5人以上の場合、1人につき38万円ずつ限度額を加算します。

児童手当の
詳細は市HPから



9 Tsurugashima　2018.06

市政情報

生活に困っている方への相談窓口
相談・問合先　自立相談支援：生活サポートセンター(社会福
祉協議会内)☎277・4116、生活保護：福祉政策課保護担当

平成30年度の消防組合予算

問合先　消防本部庶務課　☎281・3118

生
活
困
窮
者
に
対
す
る

自
立
相
談
支
援

市
内
に
在
住
で
、
経
済
的
な
問

題
を
は
じ
め
、
様
々
な
生
活
上
の

困
り
ご
と
が
あ
る
方
が
、
自
立
し

た
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
自
立
相
談

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
支
援
内
容
】

・
自
立
相
談
支
援

・
就
労
支
援

・
就
労
準
備
支
援

・
家
計
相
談
支
援

生
活
保
護
制
度

病
気
や
事
故
、
そ
の
他
の
理
由

で
、
収
入
が
な
か
っ
た
り
少
な
か

っ
た
時
、
最
低
限
度
の
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
、
国
の
基
準
に
基
づ

い
て
生
活
費
や
医
療
費
な
ど
を
援

助
す
る
制
度
で
す
。
そ
れ
ら
の
人

び
と
が
自
分
の
力
で
自
立
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
の
が
目

的
で
す
。

生
活
保
護
を
受
け
る
に
は
要
件

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

消
防
組
合
予
算
は
、
鶴
ヶ
島
市

と
坂
戸
市
の
負
担
金
が
主
な
歳
入

で
、
消
防
組
合
が
執
行
し
て
い
ま

す
。
な
お
、歳
入
の
負
担
金
に
は
、

指
令
事
務
を
共
同
で
運
用
す
る
た

め
の
西
入
間
広
域
消
防
組
合
負
担

金
が
含
ま
れ
ま
す
。

歳
出
予
算
の
主
な
内
容

■
車
両
・
資
機
材
の
更
新
お
よ
び

配
備

■
40
㎥
型
耐
震
性
貯
水
槽
の
建
設

■
消
防
庁
舎
改
修
等
工
事

民生委員・児童委員による社会調査強化月間です

問合先　福祉政策課福祉政策・地域福祉担当

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
担

当
区
域
の
中
で
支
援
の
必
要
な
方

を
把
握
し
、
見
守
り
活
動
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
年
間
を
通

じ
て
社
会
調
査(

訪
問
活
動)

を
行

っ
て
い
ま
す
。

６
月
は
社
会
調
査
の
強
化
月
間

で
す
。
お
宅
を
訪
問
し
て
お
話
を

伺
っ
た
り
、
世
帯
構
成
や
緊
急
時

の
連
絡
先
な
ど
を
お
聞
き
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法

律
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
、
地
域
福
祉
の
推
進
役

と
し
て
活
動
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
県
の
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
市

民
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

現
在
、
市
に
は
区
域
を
担
当
す

る
98
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る

支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
が
８
人
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区
域
に
お
い

て
身
近
な
相
談
相
手
と
な
っ
て
、

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
や
専
門
機
関
へ
つ
な

ぐ
「
パ
イ
プ
役
」
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

◆
秘
密
を
守
り
ま
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

法
律
に
よ
り
秘
密
を
守
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
務
上
知
り
得
た
相
談
内
容
や

情
報
を
他
の
人
に
漏
ら
す
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

分担金および負担金
23億1519万7千円

繰越金
8000万円

その他95万9千円

諸収入
1942万1千円

組合債
1億3410万円

歳出歳入
議会費
352万円
総務費
7242万7千円

消防費
23億4863万9千円

公債費
1億2409万1千円

予備費100万円

平成30年度の消防組合予算　25億4,967万7千円

お住まいの民生委員・
児童委員の確認は
市HPから
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鶴ヶ島消防署の訓練施設改築と坂戸１号車の更新配備

問合先　消防本部警防課　☎281・3116

鶴
ヶ
島
消
防
署
の
訓
練
施
設
改
築
！

　

鶴
ヶ
島
消
防
署
の
訓
練
施
設
を

改
築
し
、充
実
・
強
化
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
施
設
は
、
消
防
救
助
技
術

訓
練
や
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
に

よ
る
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た

ほ
か
、
多
種
多
様
化
す
る
実
災
害

を
想
定
し
、
立
体
的
か
つ
複
雑
な

訓
練
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
隊

員
同
士
の
意
思
の
疎
通
や
連
携
に

よ
り
消
防
力
・
組
織
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

坂
戸
１
号
車
を
更
新
配
備
！

　

坂
戸
消
防
署
に
坂
戸
１
号
車
を

更
新
配
備
し
、
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

こ
の
車
両
は
１
５
０
０
リ
ッ
ト

ル
の
水
が
積
載
可
能
で
、
消
火
す

る
際
に
、
少
量
の
水
で
消
火
が
で

き
る
圧
縮
空
気
泡
消
火
装
置
を
搭

載
し
、
ま
た
、
他
の
資
機
材
も
軽

量
化
し
た
こ
と
で
、
災
害
に
対
し

円
滑
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
５
回
住
警
器
設
置
状
況
訪
問

調
査
結
果

　

本
調
査
は
、
鶴
ヶ
島
市
・
坂
戸

市
内
の
合
計
１
０
０
世
帯
を
対
象

と
し
、
住
警
器
の
設
置
状
況
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
す

（
調
査
結
果
抜
粋
）。

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
に
も
住
警
器
を
設

置
し
、
定
期
的
に
動
作
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
火
災
に
注
意
！

　

平
成
29
年
中
に
管
内
で
発
生
し

た
火
災
件
数
は
49
件（
前
年
比
12

件
増
）で
し
た
。
そ
の
う
ち
、
建

物
火
災
は
21
件（
同
3
件
増
）で
し

た
。

〔
出
火
原
因　

ワ
ー
ス
ト
３
〕

第
１
位　

放
火
・
放
火
の
疑
い

第
２
位　

た
ば
こ

第
３
位　

こ
ん
ろ

　

管
内
に
お
け
る
火
災
原
因
の
中

で
、
平
成
29
年
は
た
ば
こ
が
原
因

に
よ
る
火
災
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
火
災
の
主
な
原
因
は
、

吸
殻
を
ご
み
袋
な
ど
に
捨
て
、
残

っ
て
い
た
火
種
で
着
火
し
た
も

の
、
た
ば
こ
の
火
種
が
布
団
な
ど

に
落
下
し
て
出
火
し
た
も
の
、
た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

た
ば
こ
火
災
の
特
徴
と
し
て
、

初
め
は
炎
を
伴
わ
な
い
無
炎
燃
焼

が
起
こ
り
、
布
団
や
畳
を
焦
が
し

な
が
ら
時
間
の
経
過
と
と
も
に
燃

え
広
が
る
た
め
、
燃
え
て
い
る
こ

と
に
気
が
付
き
に
く
い
性
質
が
あ

り
ま
す
。

　

吸
殻
を
捨
て
る
と
き
は
、
必
ず

水
に
つ
け
て
か
ら
捨
て
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で

す
。

平成30年度
鶴ヶ島市消防団役員紹介
問合先　消防本部庶務課　☎281・3118

第
一
分
団
長　

南な

雲ぐ
も　

正ま
さ

峰み
ね

第
二
分
団
長　

清せ
い

野の　

浩こ
う

祐す
け

第
三
分
団
長　

内う
ち

野の　

慎し
ん

伍ご（
新
）

第
四
分
団
長　

齊さ
い

藤と
う　

真ま
さ

宏ひ
ろ　

※
敬
称
略

団
長　
　
　
　

瀧た
き

嶋し
ま　

正ま
さ

紀の
り

副
団
長　
　
　

町ま
ち

田だ　

光み
つ

繁し
げ

副
団
長　
　
　

岡お
か

野の　

正ま
さ

志し

指
導
部
長　
　

中な
か

嶋じ
ま　

健け
ん

治じ

指
導
部
長　
　

内う
ち

野の　

和か
ず

浩ひ
ろ（
新
）

女
性
部
長　
　

齋さ
い

藤と
う　

美み

希き

住宅用火災警報器(住警器)を設置しましょう

問合先　消防本部予防課　☎281・3117

問１： 坂戸・鶴ヶ島消防組合火災予防条
例により住警器の設置が義務付ら
れている、住宅の部分全てに住警
器が設置されていますか？

設置している 63世帯

一部に設置している  14世帯

設置していない 23世帯

合計 100世帯

問２： 問１で「設置している、一部に設置
している」と回答した77世帯にお
聞きします。最近、半年間に住警
器の作動確認を行いましたか？

実施（最近半年間） 26世帯
実施（調　査　時）   3世帯
未実施 43世帯
不明 5世帯
合計 77世帯




